
お知らせ

第
12
回 

清
水
比
庵
大
賞（
短

歌
の
部
）の
作
品
募
集

　
歌
・
書
・
画
の
三
位
一
体
の
芸
術
に

優
れ
た
高
梁
市
出
身
の
歌
人
、
清し

水み
ず
比ひ

庵あ
ん
の
偉
業
と
足
跡
を
顕
彰
す
る
と
と
も

に
、
優
れ
た
短
歌
を
広
く
募
集
し
、
文

化
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に

第
12
回
清
水
比
庵
大
賞（
短
歌
の
部
）を

実
施
し
、
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
作
品　
短
歌
二
首
を
「
一
組
」
と

し
ま
す
。（
何
組
で
も
応
募
で
き
ま
す

が
未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
）

応
募
資
格　
特
に
な
し

投
稿
料　

短
歌
二
首（
一
組
）
…

１
０
０
０
円（
現
金
、
ま
た
は
郵
便
小

為
替
で
の
支
払
い
）

※
た
だ
し
、
高
校
生
以
下
ま
た
は
18
歳

以
下
の
人
は
５
０
０
円
で
応
募
で
き
ま

す
。

募
集
期
間　
７
月
10
日（
月
）～
８
月
31

日（
木
）（
当
日
消
印
有
効
）

応
募
方
法　

４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙

（
Ｂ
４
判
）を
使
用
し
、
右
半
分
に
郵
便

番
号
、
住
所
、
筆
名
、
本
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
左
半
分

に
作
品（
短
歌
二
首
）を
書
い
て
く
だ
さ

い
。（
文
字
は
楷
書
で
丁
寧
に
書
き
、

漢
字
に
は
必
ず
振ふ

り
仮が

名な

を
つ
け
る
こ

と
）

応
募
先　
〒
７
１
６
‐
０
０
４
３　
高

梁
市
原
田
北
町
１
２
０
３
‐
１　
高
梁

市
文
化
交
流
館
内
「
清
水
比
庵
大
賞
」

事
務
局

賞
・
賞
金　

〇
清
水
比
庵
大
賞
…
１
人
・
３
万
円

〇
特
選（
高
梁
市
長
賞
ほ
か
）…
２
人
・

各
２
万
円

〇
奨
励
賞
…
３
人
・
各
１
万
円

〇
入
選
…
30
人（
記
念
品
）

発
表　
11
月
下
旬
に
審
査
し
、
結
果
は

個
人
宛
て
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

そ
の
他　

〇
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん　

〇
応
募
作
品
に
つ
い
て
は
、
高
梁
比
庵

会
お
よ
び
高
梁
市
の
出
版
物
に
無
償
で

掲
載
し
ま
す

問
高
梁
市
文
化
交
流
館
内
「
清
水
比
庵

大
賞
」
事
務
局
☎
21
‐
０
１
８
０
／
社

会
教
育
課
☎
21
‐
１
５
１
６

こ
ど
も
絵
画
教
室
の
参
加
者

募
集

　
絵
や
色
づ
か
い
の
基
礎
を
学
び
た
い

人
、
夏
休
み
の
宿
題
を
終
わ
ら
せ
た
い

人
な
ど
を
対
象
に
、
こ
ど
も
絵
画
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

対
象　
小
学
生
以
下

※
子
ど
も
会
へ
加
入
し
て
い
な
い
子
ど

も
も
参
加
可
能
で
す
。

日
時　
８
月
11
日（
金
）午
前
10
時
～
正

午場
所　
高
梁
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

参
加
費　
無
料

定
員　
30
人

持
ち
物　
画
材
道
具

申
し
込
み　
７
月
31
日（
月
）ま
で
に
高

梁
市
子
ど
も
会
連
合
会（
事
務
局
：
こ

ど
も
未
来
課
）へ
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
未
来
課
☎
21
‐
２
６
６
６

身
体
・
知
的
障
害
者
相
談
員

　
身
体
・
知
的
障
害
者
相
談
員
は
、
障

が
い
が
あ
る
人
や
そ
の
家
族
な
ど
か
ら

の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

身
体
障
害
者
相
談
員

西に
し
武た
け
則の
り
さ
ん（
頼
久
寺
町
）☎
F
22
‐
７
２
１
５

森も
り

末す
え

萬ま
ん

治じ

さ
ん（
玉
川
町
下
切
）☎
22
‐
７
４
６
４

上う
え

森も
り

武た
け
しさ

ん（
有
漢
町
有
漢
）

☎
０
９
０
‐
８
２
４
９
‐
１
１
４
７

千せ
ん

崎ざ
き

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん（
有
漢
町
上
有
漢
）☎
57
‐
２
３
５
４

坂さ
か

田た

幸さ
ち

子こ

さ
ん（
成
羽
町
中
野
）

☎
０
９
０
‐
７
８
９
２
‐
４
０
７
９

川か
わ
上か
み
美み
知ち
世よ
さ
ん（
川
上
町
高
山
）☎
F
48
‐
３
４
９
０

山や
ま

元も
とと

も
枝え
さ
ん（
川
上
町
高
山
市
）☎
48
‐
２
８
２
４

前ま
え

原は
ら

孝た
か

行ゆ
き

さ
ん（
備
中
町
平
川
）☎
45
‐
２
１
５
６

竹た
け
並な
み
和か
ず
正ま
ささ
ん（
備
中
町
東
油
野
）☎
F
45
‐
３
５
４
４

知
的
障
害
者
相
談
員

平ひ
ら
松ま
つ

秀し
ゅ
う
一い
ち
さ
ん（
落
合
町
阿
部
）

☎
０
９
０
‐
４
８
０
９
‐
１
９
５
０
／
F
22
‐
４
７
９
３

藤ふ
じ
森も
り
明あ
け
美み

さ
ん（
中
井
町
西
方
）☎
28
‐
２
７
０
６

窪く
ぼ

井い

英ひ
で

子こ

さ
ん（
巨
瀬
町
）☎
25
‐
０
７
０
４

岡お
か
島じ
ま
千ち
加か
子こ
さ
ん（
有
漢
町
上
有
漢
）☎
57
‐
２
５
５
６

加か

藤と
う
浩ひ
ろ
子こ

さ
ん（
成
羽
町
中
野
）☎
29
‐
９
０
１
５

問
福
祉
課

☎
21
‐
０
２
８
４
F
23
‐
１
４
３
３

金か
な

尾お

由ゆ

美み

子こ

さ
ん（
川
上
町
仁
賀
）

☎
０
９
０
‐
２
０
０
８
‐
４
４
２
６
F
48
‐
３
２
０
０

物も
の
部べ

文ふ
み
江え

さ
ん（
備
中
町
平
川
）☎
45
‐
３
２
３
２

行
政
相
談
委
員
へ
感
謝
状
贈

呈
　

行
政
相
談
委
員
の
山さ
ん

上じ
ょ
う

純じ
ゅ
んさ
ん
と

三み
や

宅け

昭あ
き

男お

さ
ん
の
長
年
の
功
労
に
対

し
、
５
月
26
日
に
岡
山
行
政
監
視
行
政

相
談
セ
ン
タ
ー
所
長
か
ら
感
謝
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、
市
町
村
役
場
や

公
民
館
な
ど
で
定
期
的
に
相
談
所
を
開

設
す
る
な
ど
し
て
、
住
民
か
ら
国
の
行

政
活
動
全
般
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付

け
、
相
談
者
へ
の
助
言
や
関
係
機
関
に

対
す
る
改
善
の
申
し
入
れ
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
各
地
域
で
定
期
的
に
相
談

所
を
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問
市
民
課
☎
21
‐
０
２
５
４

家
族
介
護
者
交
流
事
業
を
開

催
し
ま
す

　
在
宅
介
護
を
し
て
い
る
人
を
対
象
に

交
流
事
業
を
開
催
し
ま
す
。
福
祉
ネ
イ

ル
と
食
事
会
で
気
分
転
換
を
し
な
が

ら
、
介
護
者
同
士
の
交
流
を
深
め
ま

し
ょ
う
。

対
象　
要
介
護
者
、
ま
た
は
介
護
者
が

市
内
在
住
で
要
介
護
者（
40
歳
以
上
）を

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
の
人

日
時　
８
月
30
日（
水
）午
前
10
時
30
分

～
午
後
１
時
30
分

内
容　

福
祉
ネ
イ
ル
・
介
護
者
交
流

会
、
食
事
会

参
加
費　
食
事
代
２
２
０
０
円（
当
日

お
持
ち
く
だ
さ
い
）

講
師　
日
本
保
健
福
祉
ネ
イ
リ
ス
ト
協

会 

神か
み
本も
と
智ち

加か

さ
ん

会
場　
公
共
の
宿
・
神
原
荘（
希
望
者

は
高
梁
市
役
所
か
ら
の
送
迎
あ
り
）

申
し
込
み　
８
月
22
日（
火
）ま
で
に
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
は
担
当

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
21
‐
０
３
０
０
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